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令和２年 9月 23日（水）発行 第１４号 

潮陵１学年団 

☆特別号 NO２ 

今回は、道見先生（数学担当）に書いて頂きました。ご覧ください。 

次の特別号は、鈴木聖也先生（保健体育担当）の予定です。お楽しみに！ 

 

高校入試の合格発表の日。私は掲示板を見つめていました。そこにはあると思っていた私の受

検番号はありませんでした。今思えば、人生で最初の大きな挫折だったかもしれません。 

朝食作りとお弁当作りが朝の日課、登下校はバスを乗り継いで往復３時間、部活は演劇部、ク

ラスメイトは全員知らない人。合格発表の数日後、追加合格の連絡がきた私は希望の高校に入学

し、そんな高校生活をスタートさせることになります。 

将来の目標は獣医か教師。生物が苦手だったので、獣医は断念し、教員免許を取得することを

目指しました。文理選択を考える時期になり、『何の科目の先生になるか』という問題が出てき

ました。得意科目は英語。でも、友達に英語を教えてと質問されても、うまく説明ができません。

「“得意”とか“解ける”と“説明できる”って違うんだ」と感じた出来事でした。この経験か

ら、教えてと質問されて説明を返すことのできる科目である数学の先生を目指すため、理系を選

択することに決めたのです。 

朝７時前に家を出て、夜９時に家に帰る。家庭学習は夜１０時から１２時。朝は５時半に起床。

部活を引退する３年生の１０月上旬までそんな毎日を過ごしていました。登下校のバスの中は英

単語と古文単語を覚える時間もしくは仮眠とし、２時間の家庭学習時間は英語の予習と数学の復

習を中心に取り組んでいました。ちなみにリビング学習派です。登下校に時間がかかり、家庭学

習時間が最大でも２時間しか取れないからこそ、集中力が高まり、時間を効率的に使う意識が養

われたように感じます。 

何かと忙しい潮陵生のみんなも時間がないと嘆くのではなく、時間がないことを「集中力アッ

プのチャンス！」「学習を効率よく進められるようになるチャンス！」と捉えるといいと思いま

すよ。時間がないからこそ、家庭学習に多くの時間を割かなくてもいいように授業で『しっかり

理解』を目指してくださいね。 

＜学年行事（遠足）連絡＞ 

７：５０ 学校集合（岩内号利用以外の生徒乗車） 

８：００ 学校出発 

８：３０ 余市駅到着（岩内号利用の生徒乗車） 

９：３０ ニセコ到着 

９：４５ アクティビティ開始 

 

 

 

 

１２：４５ アクティビティ終了 

１２：４５ 昼 食（自由時間）※昼食は持参してください。 

 

 

１４：００ ニセコ出発 ※途中下車の希望は後日調査します。 

１５：３０ 学校到着（予定） 

＜今後の行事予定＞ 

19/28(月) 避難訓練 

19/30(水) 前期終業式 

10/12(金) 学年行事（遠足）in ニセコ 

10/15(月)～教育実習生来校(～10/17) 

10/17(火)～11/5(木) 後期平常講習 

10/17(水) 英語スピーチコンテスト(６.７校時) 

10/18(木)～10/9(金) 球技大会 

10/10(土) 高１全国駿台模試 

10/14(水) 文理選択説明（７校時） 

10/17(土) 学校説明会（学校あります！） 

10/19(月) 代休（学校はお休みです！） 

高橋牧場で昼食タイム＆自由時間！買い物等もできますよ～。 

＜持ち物（ラフティング）＞  

・全身の着替え（ドライスーツの中はミドジャーがお勧め！） 

・タオル（全身がズブ濡れになるそうです） 


